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2021 年度活動概要報告

1. 活動概要

「2021 年度～2025 年度中期事業計画」の初年度に当たった 2021 年度の活動は、咋年度に引

き続き、新型コロナウィルス対策のため、各種委員会活動，ワーキング活動，産応協セミナー，

産応協スクール，シンポジウム等、全ての活動がリモート開催で行うこととなった。こうした活

動形態もすっかり定着し、スムーズな活動が展開できた。

2021 年度活動体制図

2. 実施内容及び主な成果

2-1.委員会活動

2-1-1.運営委員会

第 28 回（2021 年 5 月 21 日（金）開催及び第 29 回（2021 年 12 月 17 日（金）開催）の二回

の運営委員会を Web 開催し、産応協の運営方針や提言等の公開情報について審議・決定した。

2-1-2.企画委員会

今年度は、計 8回の委員会を Web 開催し、各種活動の企画及び情報共有を行った。
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2-1-3.コミュニティ委員会

今年度は、計 7回の委員会を Web 開催し、各ＷＧの活動取り纏め、及び情報共有を行った。

2-2.戦略的活動

2-2-1.主査会

今年度は、計 7 回の主査会（内 3回は次期事業計画検討会）を Web 開催した。

2-2-2.第 14 回スーパーコンピューティング技術産業応用シンポジウム

（１）開催概要

本年度は、我が国が目指す未来社会 Society5.0 の実現に向けて、フラッグシップマシン

「富岳」の利活用が注目を集めているなか、実際にどのような形で利活用が進んでいるのか、

またそこには、どのような課題があるのか等について、動き出したプロジェクトを事例に、

それぞれの専門家の方々に現状と将来的な展望も含めお話し頂くシンポジウムを開催した。

今回のシンポジウムのメインテーマは、「Society5.0 に向けた「富岳」への期待」で、12

月 10 日（金）に Webinar 方式のリモート開催で行われた。年末の忙しい時期でもあり、また

リモート開催という条件の悪さもあったが、218 名という大変多数の方々にご参加頂き、大変

盛況な会となった。

（２）開催概要

 テーマ：「Society5.0 に向けた「富岳」への期待」

 開催日時：2021 年 12 月 10 日（金）13：00～17：30

 開催場所：Webinar 方式によるリモート開催

 主 催：スーパーコンピューティング技術産業応用協議会

 後 援：文部科学省，経済産業省，一般社団法人 日本経済団体連合会，

国立研究開発法人 科学技術振興機構，一般社団法人 産業競争力懇談会

 協 力：東京大学生産技術研究所 革新的シミュレーション研究センター

公益財団法人 都市活力研究所

 協 賛： 一般財団法人 高度情報科学技術研究機構

一般社団法人 電子情報技術産業協会

一般社団法人 日本自動車工業会

一般社団法人 ＨＰＣＩコンソーシアム

公益財団法人 計算科学振興財団

公益社団法人 関西経済連合会

国立研究開発法人 理化学研究所 計算科学研究センター

大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 分子科学研究所

特定非営利活動法人 バイオグリッドセンター関西

特定非営利活動法人 ＣＡＥ懇話会

 参加者数：２１８名

《プログラム概要》

 主催者挨拶：スーパーコンピューティング技術産業応用協議会運営委員長 廣崎 淳

 来 賓 挨 拶：文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付計算科学技術振興室長

宅間裕子氏

経済産業省商務情報政策局情報産業課デバイス・半導体戦略室長

萩野洋平氏

 産応協活動報告 産応協企画委員長 池田基久

 特別講演１：データ同化流体科学のすすめ

東北大学流体科学研究所教授 大林 茂氏

 講演１：デジタルツインコンピューティングのためのシミュレーションベース機械学習



NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科学基礎研究所上田特別研究室・特別研究室長（NTTﾌｪﾛｰ）

機械学習・データ科学センター代表 上田修功氏

 講演２：機械学習と大規模粗視化分子動力学によるフィラー充填ゴムの微細構造設計

横浜ゴム株式会社研究先行開発本部AI研究室 小島隆嗣氏

 講演３：サステナブルなまちづくり向けた大規模数値シミュレーション

株式会社竹中工務店技術研究所 畔上泰彦氏

 講演４：数値曳航水槽の実現について

一般財団法人 日本造船技術センター技術開発部

技術企画課 課長 西川達雄氏

 「富岳」を含む HPCI 利用研究課題の募集と利用支援

一般財団法人高度情報科学技術研究機構 齊藤 哲氏

2-2-3.広報・提言ＷＧ

（１）活動概要

2019 年度に引き続き、小人数のステアリングチームが、テーマを設定のうえ、提言内容を検

討し、企画委員会，運営委員会において最終的な承認を得た事項に関し、文部科学省への提言

及び公開を行った。

今年度は、今までの HPCI の産業利用推進に向け行ってきた数々の運用改善策を評価しつつ、

産業利用をより進めるための環境改善、エコシステムの考え方等の他、昨今産業利用として話

題にのぼりつつある、ＨＰＣのクラウド的利用，ＡＩ、人材育成等についても検討を加えた。

（２）成果

・ 2020 年度に検討し 2021 年度に入り最終まとめを行った提言書を 6月 29日に文部科学省へ

提出すると同時にＷｅｂ上で一般公開（次ページ資料①参照）を行った。

・ 2021 年度の提言の骨子は、以下の通りとなった。

タイトル：「富岳」をはじめとするＨＰＣＩの産業利用と利用支援について

 研究開発利用とプロダクションランの再定義

産業利用推進のための課題解決

産学コンソーシアムや産学共同研究利用に向けての支援

利用者目線でのソフトウェア整備

エコシステム構築に向けた引き続きの意見交換

登録機関，資源提供機関との意見交換の継続

利用環境の更なる改善

大規模データの効率的なハンドリング

シミュレーションにおけるプリ・ポスト，GUI 等産業界が比較的使い慣れて

いるサポートツールの整備

人材育成に向けての産学意見交換



資料① 2021年 6月 29日

文部科学省研究振興局長 杉野 剛 殿

スーパーコンピューティング技術産業応用協議会（産応協）

2020年度運営委員長 川崎重工業株式会社 中谷 浩

2021年度運営委員長 みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 廣崎 淳

「富岳」をはじめとする HPCIの産業利用と利用支援について（提言）

シミュレーション技術は、理論、実験と並ぶ「第三の科学」として注目され、その重要性はこれか

らも変わらないが、近年はスーパーコンピューティング技術の新たな側面として、「第四の科学」と

呼ばれる IoT技術や AI技術にも大きな注目が集まっている。このような新たな技術の潮流は、我が

国が掲げる次世代社会構想 Society5.0の実現にも大きく関わるため、産応協では、ここ数年、活動の

幅を大きく広げ、AI、データサイエンス等をテーマとした活動を積極的に取り入れてきた。また、2021
年 3月 9日から共用が開始された「富岳」では、シミュレーションと AI、データサイエンスの融合

により、新たな価値の創造が期待されている。産業界としてもこの機会を捉え、「富岳」をはじめと

する HPCIの利活用を促進し、Society5.0の実現に貢献することは重要な使命と考えている。

この背景を受けて、産応協では、2020年 7月に「富岳」を初めとする HPCIの産業利用と利用支

援について、次の提言を行った。

（１） AI、データサイエンスを促進する多様な計算機環境の提供

（２） 利用者本位の考え方を基本とした更なる利便性の向上

（３） ニーズに応じた迅速な利用環境の提供等の利活用手法の多様化

（４） 特定高速電子計算機を中心としたイノベーションシステムの構築

（５） システム調整段階における試行的利用とアプリケーション移植の支援

（６） 産業利用枠について

（７） クラウド的利用について

これらの提言の実現状況を踏まえ、HPCIの産業利用を維持・発展させるとともに「富岳」におけ

る早期の成果創出を促進する観点から、以下に提言を述べさせていただく。

（１） 多様な計算機環境の提供

産業界が求める高速計算機利用には、大規模単一計算型の Capability Computingと多重ケース処

理型の Capacity Computingの両側面がある。大規模計算の発展当初は Capability Computingが重

視されてきたが、近年の AI、データ科学の進歩に伴い Capacity Computingの性能も注目されるよ

うになった。今後も Capability Computingと Capacity Computingの両側面から、幅広いユーザー

ニーズに応えることができる計算機利用環境の提供が望まれる。この点に関しては、シミュレーショ

ンと AI、データサイエンスを高い次元で実現する「富岳」の導入、様々な特徴を有する第 2階層の

HPCIの整備において多様な計算機環境が実現されてきたと考える。産業界としても、このような利

用環境が積極的に活用され、産業競争力の強化のみならず社会課題の解決に繋がるものと期待してい

る。

（２） 利用者支援の充実と利用環境の整備

1 「富岳」の一般利用開始に向けた利用者支援の充実

産業利用の課題応募のハードルを下げ利用者の拡大を促進する観点から、産業利用枠の拡充と課題申

請の簡素化について改善を進める必要がある。これまでも課題申請や成果報告の手続きの簡素化、申

請から利用までの審査機関の短縮、タイムリーな利用等に対応するため、産業試行課題や産業機動的

課題の設定などにより改善を頂いているが、今後も継続的に柔軟で利便性の高いサービスの提供に向



けた取り組みをお願いしたい。また、登録機関による利用支援業務（アプリソフト利用環境整備や高

度化支援）は、「富岳」においても重要であるので継続を要望する。

2 OSS、ISV（商用アプリ）の整備

産応協では、ポスト「京」重点課題の早期の成果創出と利活用促進に協力するとともに、産業利用

課題におけるオープンソースコードや商用コードの実証研究にも積極的に取り組んできた。産業利用

を促進するには、OSS（オープンソースソフト）、ISV（商用アプリ）など、産業界で利用ニーズの

高いアプリケーションがあらかじめインストールされ、「富岳」をはじめとする HPCIで、利用者が

容易に実行できる環境の整備が望まれる。

3 通信環境の高速化、リモート可視化の整備

HPCI利用の成果を最大限に利活用するためには、シミュレーション、データ処理、可視化などの

リアルタイム化を促進する必要がある。そのためには、高速かつ大容量の通信環境やリモート可視化

などの利用環境整備が不可欠である。これまでにも学術情報ネットワーク SINETの高速化など、周

辺機器やネットワーク環境の高速化、大容量化を進めていただいたが、「富岳」では更なる大容量デ

ータのハンドリングが必要となるため、通信環境の高速化、リモート可視化の整備については継続的

な改善をお願いしたい。

4 登録機関、資源提供機関との意見交換の継続

これらの利用環境の改善を進めるに当たっては、利用者からのニーズにきめ細やかな対応を継続的

に進める必要がある。これまでにも登録機関、資源提供機関との意見交換会を開催し、産業界の取組

み状況や要望について情報交換させていただく有効な機会であったと考えている。今後も産応協と登

録機関、計算機資源提供機関と適宜情報交換を継続させていいただきたい。

（３） 産業利用のためのアプリ開発と普及の推進

1 アカデミア・ユーザー・ベンダーの連携によるエコシステムの構築

産業界で真に使えるシミュレーション技術を産業活動で活用し、継続的に維持、発展させていくた

めには、開発したソフトウェアのエコシステムの構築が不可欠である。ソフトウェアの開発の初期段

階から、ソフトウェアの還元先である社会のニーズを把握した課題設定を行う必要がある。その上で

アカデミア、ユーザー（産業界）、ベンダーが三位一体となったエコシステムを構築する必要がある。

これによって、ソフトウェアの開発、公開が促進され、社会還元を通じて、資金・課題・ニーズが還

流され、ソフトウェアの維持・管理・改良に繋がる一連のループが完結する。このエコシステムのル

ープを回し続け、スパイラルアップを図ることが重要である。

エコシステムを実現するためには様々な取組みが考えられるが、一例としては、アカデミア、ユーザ

ー、ベンダーが三位一体となってコンソーシアムを構成し、ソフトウェアの開発と実用化を進める活

動が挙げられる。産業界としても、ユーザーの立場からソフトウェアの実用化に積極的に協力するの

で、このようなエコシステム構築に向けた取組みに対するご支援、ご協力をお願いしたい。

2 民業圧迫や国際的競争に配慮した利用促進のための制度設計

HPCIは共用法の下で運用されているので、その利用目的は研究開発に限定されるものと認識してい

る。産業利用であっても、その成果が広く公開され、技術的、社会的課題の解決につながることで、

社会や産業の発展に寄与するのであれば、従来のとおり無償利用できる制度を継続する必要がある。

一方で、HPCIの有償利用に際しては、民業圧迫、国際的な貿易摩擦の影響などへの配慮が必要であ

る。「富岳」のような高性能設備を無償または不当に安価な料金で提供し、一企業または企業群に個

別の利益となるような利用（例えば成果の非公開）は、国際的な自由競争の観点から政府による保護

政策と捉えられる懸念がある。このような問題に対して十分な配慮をした制度設計をお願いした

い。



2-2-4.ＨＰＣロードマップＷＧ

（１）活動概要

2018 年 12 月に公開したシミュレーション・ロードマップの改版（第二版）を行い、7

月に公開した。公開改版資料は、資料②を参照。

また、全面改訂に向けて、産応協のメンバー企業に対し、HPCI へのニーズをヒアリン

グし、その結果を基に、今後求められる技術や、ハードウェア，ソフトウェアについて

考察を進めている。

（２）実施内容

以下の第二版の公開を行った。（以下資料②）

3 アプリの HPCI以外（商用クラウド、企業 HPC）への展開

「京」で開発されたアプリあるいは「富岳」で開発されている国産アプリを活用し、その成果を社

会実装していくには、研究目的に限らないプロダクションランの実施が望まれる。HPCIでは、前述

したとおり、プロダクションランを実施できないものと認識しているが、例えば、その成果が広く社

会的課題の解決に寄与する公益性の高い課題ではプロダクションランを含めた利用を可能とするな

ど、 HPCIでのプロダクションラン実施について、利用制度上の配慮をお願いしたい。

また、これらの国産アプリを産業界で広く普及させていくには、HPCI以外の商用クラウドや企業

の計算システムでも実行できるように展開することも重要である。アプリの開発段階から他プラット

フォームへの移植性を考慮するなど、アプリの HPCI以外への展開を促進していただきたい。

（４） Society5.0の実現に向けて

「富岳」の有する機能・性能を有効に活用し、社会的に重要な課題の解決に繋がる取組みを進め、

Society5.0の実現に貢献することは産業界としても重要な使命と考えている。Society5.0実現に向け

た取組みは、産学官が一体となって取り組む必要があるが、現状では Society5.0によって実現される

社会実装のイメージが不明瞭であり、関係者間で共通の認識ができていない段階にあると思われる。

Society5.0の実現に向けた「富岳」の利用を推進するには、産学官で意識合わせをする必要があり、

このための議論・検討のための設置を提案したい。

以上、いくつかの提言を述べさせていただいたが、産応協では引き続き文部科学省はじめ関係機関

との議論を踏まえ、「富岳」をはじめとする HPCI産業利用の拡大に向けた提言を発信することで、

「富岳」の活用と成果創出に微力ながら貢献していく所存であるので、今後もご支援を賜りたい。

以上









2-4.人材育成ＷＧ

（１）活動概要

本ワーキングは、シミュレーション，AI，データ解析等におけるＨＰＣの産業活用にお

いて、必用となる人材をどのように確保し育てて行くか等について、産業界としての考え

方を纏めること、そしてその考え方を基に各ＷＧが活動展開し、会員企業に有用な情報や

教育機会を提供していくことを目指すことを目的に 2021 年度よりスタートした。

今年度は、ＷＧ立ち上げ初年度のため、ＷＧを進める前に進め方や論点の方向性を定め

るために、2回のコアメンバー会議を開催し、その後全体ＷＧにおいて人材育成について

の産業界としての基本的な考え方を纏めることを中心に纏めることとした。人材育成につ

いては、文部科学省も関心を寄せているが、アカデミアが考える人材と、企業が必用とす

る人材の間には隔たりがあるのではないか、との考えから、まずは人材育成についての産

応協としての取組方針を明確に示すことにした。

（２）実施内容

２回のコアメンバー会議を開催し、会員企業に対して”「富岳」利用に向けた人材育成

に関するアンケート調査”を実施し、その結果を基に４回の全体ＷＧを開催した。その結

果見えてきたのは、「富岳」のような大規模並列マシンを利用するに際し、産業界として

は、並列化チューニングにあまり工数をかける考えは無いということ。従って、この部分

に人材育成のコストをできれば掛けたく無いという考えが多かった。また、「富岳」のよ

うな大規模マシンを利用する場合、個社で利用するのは敷居が高く、産学共同コンソーシ

アムのような仕組みを作り、その上で利用するのがベストとの考えが主流であることが分

かった。そのため産業界としては、そのようなコンソーシアムを作り、それを牽引してい

くことができるような人材が求められているのではないか、という結論に達した。

3. コミュニティ活動

3-1.活動概要

（１） 活動の目的・目標

コミュニティ活動は、より実務的な活動を通して、HPC 技術・シミュレーション技術の

普及啓発・高度利用の促進、これらを担う人材の育成や国産アプリケーションの利用拡大

に寄与することを目的としている。

今年度の具体的な活動計画とその目標は以下の通りである。

① 産応協セミナー：年２回の開催、時流をとらえたテーマ設定

② 産応協スクール：年２回の開催、若手研究者の発掘、異業種人材交流

③ HPC ものづくりワークショップ：年 2回の開催、FEM ベンチマークテスト実施

④ 対話交流会：年１回の開催、多様な業種・企業・団体とのコミュニケーション充実、

産応協の認知度向上

（２） 実施概要

昨年度に引き続き、全ての活動がコロナ禍の影響を受け、全てがリモート開催となっ

た。主催する側も参加する側も、リモート開催に大分慣れ、どのイベントもスムーズに



実施出来た。

3-2.実施内容・成果

1 産応協セミナーは２回開催。今回もリモート開催に伴う視聴者の負荷を考慮し、各回

とも 2 日間で開催した。また参加者への講演資料（データ）の事前配布、チャットに

よる質疑応答等の昨年よりもスムーズに進められたと思われる。

テーマは、第 49 回「マルスケール・連成解析の技術展望と適用事例」、第 50 回「計

算科学の発展と展望：「京」「富岳」の活用事例を通して」であった。

2 産応協スクールは、「富岳」を用いた OpenFOAM 講習会をテーマに１回リモート開催

した。「富岳」を用いた始めての講習会であったが、アカウントの取得から想定以上

に時間がかかり、改めて「富岳」の運用面の課題が見えた感じがしたスクールであっ

た。内容としては、講師がかなり分かり易い詳細マニュアルを準備して下さった点、

そして受講者に対して事前にマニュアルを配布できた点、またスクール終了後も一定

期間アカウントを有効とし、自由に「富岳」を体験しててもらえるようにした点、等

の工夫をした結果、好評であったと思われる。リモート開催のため Face to Face の

実習ができず、一方通行の実習にならざるを得ないが、こうした工夫で、受講者のケ

アをすることにより、受講者の満足度も高まったと思われる。

3 ものづくりＷＳは、昨年度はコロナ禍の影響もあり、残念ながら準備不足で開催で

きなかったが、2021 年度は何とか開催したいというＷＧメンバーの強い思いから、年

明けの 2022 年 1 月 14 日（金）にリモートではあったが開催することができた。開催

に当たっては、東京大学生産技術研究所の奥田教授に全面的にご協力頂き、４回のリ

モート会議経て、FrontISTR Commons との共催形式で開催した。48名の方が参加登録

され、テーマに沿った講演の他、共通ベンチマークの実施計画についての説明が行わ

れた。

4 対話交流会ＷＧは、交流を進めていた関西 CAE 懇話会との共催の講演会を「富岳時

代のＨＰＣ〜大規模計算への期待と新しい未来〜」というテーマで、2021 年 6 月 24

日（木）にリモートで開催した。今後は、交流先を広げるため、日本応用数理学会と

コンタクトを進めている。

3-3.総括

一昨年度辺りより、産応協の活動の軸足が少しづつではあるが、「富岳」のようなハイエン

ドマシン一辺倒から、より広く捉えて様々な活動に結び付けるようになってきた。これは、活

動の幅を広げ、企業会員にとってより参加し易い形態になってきているように思われる。施策

提言ＷＧ、ロードマップＷＧ、人材育成ＷＧ、コミュニティ活動全てについてこの傾向が見ら

れ、活動の活性化に繋がっており、望ましい傾向だと思われる。

コミュニティ活動については、今年度も全てのイベントが新型コロナウィルスの影響を受け、

Webinar 方式によるリモート開催となったが、リモートによるイベント開催も二年目に入り、

運営する側も又受講する側も慣れてきたのか、どのイベントも大変スムーズに行われたように

思う。特にリモート開催の長所は、東京以外にお住まいの方も出張をせずに、気軽に参加でき

るというメリットもある訳で、今後たとえコロナ禍が終息したとしても、対面開催とリモート

開催のハイブリッド開催等、イベント開催の一形態としてこのまま定着するように思われる。

但し、スクールのように演習を伴うイベントについては、開催までにそれなりの工数が掛か

るのと、Face to Face でないために、講師側から見て参加者がどの程度理解しているかが分

かり難い等の課題もあり、更なる検討が必用と思われる。

以 上
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